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本日の内容

1. 差分の差分法

2. 差分の差分法の例
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差分の差分法
▶ 時間を通じた変化が政策導入の有無によって
異なるかを見ることで政策の効果を調べる方
法を差分の差分法（difference in differences）
という．

▶ 差の差の推定法ともいう．
▶ e.g.,新たに開業した鉄道路線の沿線になった地域
とそうでない地域で，その新路線の開業前後で地
価の変化が異なるかどうかを見ることで，新路線
開業の効果を調べる．

▶ 複数の個体を，政策などの処置がなされるグ
ループとそうでないグループに分けることが
でき，なおかつ時点が少なくとも 2つあるパネ
ル・データを用いれば，差分の差分法を実行で
きる．
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処置群と対照群

▶ 処置されるグループを処置群（treatment
group）という．

▶ 介入群ともいう．
▶ e.g.,新たに開業した鉄道路線の沿線になった地域

▶ 処置されないグループを対照群（control
group）という．

▶ 比較群ともいう．
▶ e.g.,新たに開業した鉄道路線の沿線にならなかっ
た地域
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差分の差分法のイメージ
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差分の差分法のイメージ
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▶ 前スライドの「政策の効果」は，「政策導入後
（t = 1）における処置群と対照群の被説明変数
yの差」から「政策導入前（t = 0）における処
置群と対照群の被説明変数 yの差」を引いた
もの．

⇓
政策導入後の差から，元々存在した差を引いた
もの．
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差分の差分法のモデル

以下のモデルを OLSで推定すれば，差分の差分法
を実行できる．

yit = δ0 + δDdi + δT t + δDT dit + x′itβ + uit,

i = 1, 2, · · · , n,
t = 0, 1.

▶ di: 政策ダミー変数（処置群＝ 1,対照群＝ 0）
▶ t: 時点（政策導入前＝ 0,政策導入後＝ 1）
▶ xit : コントロール変数
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簡単化のため，コントロール変数 xit の項と誤差項
uit が全て 0とすると，di と t それぞれのとりうる
値の組み合わせの場合の被説明変数 yit の値は，

di = 1 di = 0 差

t = 1 δ0 + δD + δT + δDT δ0 + δT δD + δDT
t = 0 δ0 + δD δ0 δD

差 δT + δDT δT δDT

⇓
政策導入後の差 δD + δDT から，元々存在した差 δD
を引いたものは，δDT .

⇓
δDT の OLS推定値 δ̂DT を求めれば，それが政策の
効果になる． 9 / 15



差分の差分法の例
Kiel and McClain (1995)は，アメリカのマサチュー
セッツ州ノースアンドーバーの不動産物件別データ
を用いて，新たなゴミ焼却炉の建設前（1978年）
と建設後（1981年）で，焼却炉に近い住宅とそう
でない住宅では価格の変化がどのように異なるか
を，差分の差分法で調べた．
▶ 参考文献

▶ Kiel, K.A., and K.T. McClain (1995) "House Prices
during Siting Decision Stages: the Case of an
Incinerator from Rumor through Operation," Journal
of Environmental Economics and Management 28,
241–255.

▶ Wooldridge, J.M., (2019) Introductory Econometrics:
A Modern Approach. Seventh ed., South-Western,
Mason, OH, USA
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Wooldridge (2019)付属のデータセットを用いて，
以下のモデルとその推定結果を紹介する．

rpriceit = δ0 + δDnearinci + δT y81t + δDTnearinciy81t

+ βAageit + βAAage2
it + uit .

▶ rpriceit : 実質住宅価格（単位：ドル）
▶ nearinci: 焼却炉付近ダミー（焼却炉に近い＝

1,焼却炉から遠い＝ 0）
▶ y81t : 時点ダミー（1978年＝ 0, 1981年＝ 1）
▶ ageit : 築年数（単位：年）

⇒築年数とその 2乗をコントロールしたうえで，
焼却炉建設前後で，焼却炉に近い住宅とそうでない
住宅では価格の変化がどのように異なるかを見る．

11 / 15



モデル推定結果

※ 標準誤差は不均一分散に対して頑健な標準
誤差．
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▶ nearinc×y81（y81nrinc）の係数
▶ −21920.3
▶ t 値は −2.837, p値は 0.0048.

å仮に「nearinc×y81の係数が 0」だとすると，
−2.837という t 値は 0.48%の確率（1%を下回る確
率）でしか出てこない．
å有意水準 1%で，「係数は 0」の H0が棄却され
る（5%や 10%でも棄却される）．
å nearinc×y81は実質住宅価格と統計的に有意に
相関している．
å築年数とその 2乗を一定としたうえで，新たな
焼却炉に近い住宅はそうでない住宅に比べ，新た
なゴミ焼却炉建設後には実質住宅価格が平均して
21,920.3ドル低下する傾向がある．
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今日のキーワード

差分の差分法，処置群，対照群
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次回までの準備

▶ 今回の講義スライドを読み直す．

▶ 「提出課題 10」に取り組む．

▶ 教科書第 7章第 3節「被説明変数としてのダ
ミー変数：線形確率モデル」から「非線形確率
モデル」までを読む．

15 / 15


	1. 差分の差分法
	2. 差分の差分法の例

